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議   題 
（１）古河市立小中学校の適正配置について 

～将来の子どもたちに必要な学校数について～ 

議   事 

 

（１）古河市立小中学校の適正配置について 

～将来の子どもたちに必要な学校数について～ 

 

・将来の子どもたちに必要な学校数の方向性について、小学校は４つの

エリア、中学校は３つのエリアで審議を行った。審議結果は下表のと

おり。 

 

小学校 

 

【主な意見】 

・西部エリアにおいては、一部の学校で学校規模が小規模化しており、

また学校施設の老朽化等を考慮すると、通学区域の再編や学校の統廃

合等を進めるなどして学校数を減少させる必要がある。 

エリア 対象校 方向性 

西部 

古河第一小学校、古河第二小学校、古河第三小学校、 

古河第四小学校、古河第五小学校、古河第六小学校、 

古河第七小学校、上辺見小学校、下辺見小学校 

減少 
北部 

小堤小学校、上大野小学校、西牛谷小学校、 

諸川小学校、大和田小学校、駒込小学校、仁連小学校 

南部 
釈迦小学校、下大野小学校、駒羽根小学校、 

水海小学校、中央小学校 

東部 八俣小学校、名崎小学校 現状維持 



・北部、南部エリアでは、学校規模は減少傾向にあり、また学校施設の

老朽化等を考慮すると、通学区域の再編や学校の統廃合等を進め、学

校数を減少させる必要がある。 

・東部エリアでは、学校規模は減少傾向にあるが、通学距離及び通学時

間のバランスを考慮すると、学校数は現状を維持することが望ましい

と考える。 

・通学区域の再編や学校の統廃合等については、隣接の学校を含めて検

討する必要がある。また、通学距離が広範囲になってしまう場合には、

遠距離支援バスの活用を検討すること。 

 ・統廃合を進める上では、新たな学校を建てる必要があるのではないか。 

 

中学校 

 

【主な意見】 

・古河エリアでは、学校規模は減少傾向にあるものの、当面の間、古河

市が適正と考える学校規模を維持できると考えられるため、学校数は

現状を維持することが望ましいと考える。 

・総和、三和エリアでは、学校規模は減少傾向にあり、また学校施設の

老朽化等を考慮すると、通学区域の再編や学校の統廃合等を進め、学

校数を減少させる必要がある。 

・通学区域の再編や学校の統廃合等については、隣接の学校を含めて検

討する必要がある。 

・統廃合を進める上では、新たな学校を建てる必要があるのではないか。 

 

エリア 対象校 方向性 

古河 古河第一中学校、古河第二中学校、古河第三中学校 現状維持 

総和 総和中学校、総和北中学校、総和南中学校 
減少 

三和 三和中学校、三和北中学校、三和東中学校 

備   考  

 


